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論文の概要及び判定理由 
本論文では、アナログおよびデジタル回路システム分野で 3 つの貢献をしている。一つ

目はデルタシグマ DA 変換器で入力振幅が小さいときにリミットサイクルが生じる問題を、

変調器ループの後段に疑似ランダム信号を加えることで DA 変換器の線形性を保ちながら

リミットサイクル低減を図る方法を提案・検証した。二つ目は高分解能デルタシグマ AD
変換器の積分非直線性を、多項式モデルとその係数推定を行うことで、短時間で試験でき

るアルゴリズムを開発し検証した。三つ目はデジタル浮動小数点演算での割り算、対数、

指数関数、平方根計算を テイラー展開を用いて効率的に計算できるアルゴリズムを開発し、

そのハードウェア設計の際のトレードオフを明確化した。これらは学術および産業の両面

から価値が高く、博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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